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１ 自殺者数・自殺死亡率の推移（厚生労働省人口動態統計） 

 

 

 

 

 

 
 

    H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ５ 

自殺死亡率 

(人口 10 万対） 

全国 25.5 24.0 24.2 23.7 24.4 24.0 24.4 23.4 22.9 21.0 20.7 19.5 18.5 16.8 16.4 16.1 15.7 16.4 16.5 17.4 17.3 

岩手県 ③37.8 ③34.6 ③34.1 ②34.1 ④32.2 ③33.7 ③34.4 ②32.2 ②28.3 ④25.3 ②26.4 ①26.6 ②23.3 ②22.9 ②21.0 ③20.5 ②20.5 ①21.3 ㉖16.2 ②21.3 ③20.2 

自殺者数 
全国 32,109 30,247 30,553 29,921 30,827 30,229 30,707 29,554 28,896 26,433 26,063 24,417 23,152 21,017 20,468 20,031 19,425 20,243 20,291 21,238 21,016 

岩手県 527 481 470 467 437 454 459 426 370 329 340 341 297 289 262 253 250 256 193 250 233 

資料３ 

・ 本県の自殺者数は、平成 15年の 527人をピークに長期的に減少傾向にある。 
・ 令和５年の自殺者数は、前年比 17人減（△6.8％）の 233人。 
・ 平成 15 年の自殺死亡率の全国との差は 12.3ポイントだったが、令和５年には 2.9ポイントまで減少している。 
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２ 自殺死亡率の高い全国上位５県（厚生労働省人口動態統計） 

 

 

 

 

年 全国 1 自殺者数 死亡率 2 自殺者数 死亡率 3 自殺者数 死亡率 4 自殺者数 死亡率 5 自殺者数 死亡率

H15 25.5 秋田県 519 44.6 青森県 576 39.5 岩手県 527 37.8 新潟県 833 34.0 富山県 356 32.1

H16 24.0 秋田県 452 39.1 青森県 554 38.3 岩手県 481 34.6 高知県 256 32.0 島根県 238 32.0

H17 24.2 秋田県 447 39.1 青森県 527 36.8 岩手県 470 34.1 山形県 376 31.1 富山県 338 30.7

H18 23.7 秋田県 482 42.7 岩手県 467 34.1 山形県 381 31.7 島根県 232 31.7 宮崎県 362 31.6

H19 24.4 秋田県 420 37.6 宮崎県 394 34.6 青森県 469 33.4 岩手県 437 32.2 島根県 233 32.1

H20 24.0 秋田県 410 37.1 青森県 473 34.1 岩手県 454 33.7 宮崎県 364 32.1 鳥取県 183 31.0

H21 24.4 秋田県 416 38.1 青森県 476 34.6 岩手県 459 34.4 島根県 221 30.9 高知県 233 30.5

H22 23.4 秋田県 358 33.1 岩手県 426 32.2 青森県 403 29.4 新潟県 675 28.6 山梨県 233 27.4

H23 22.9 秋田県 346 32.3 岩手県 370 28.3 新潟県 651 27.7 宮崎県 312 27.7 沖縄県 379 27.2

H24 21.0 秋田県 293 27.6 新潟県 617 26.4 高知県 194 25.9 岩手県 329 25.3 山形県 290 25.3

H25 20.7 秋田県 277 26.5 岩手県 340 26.4 新潟県 605 26.1 島根県 177 25.4 群馬県 492 25.2

H26 19.5 岩手県 341 26.6 秋田県 269 26.0 宮崎県 265 23.9 新潟県 542 23.5 富山県 241 22.8

H27 18.5 秋田県 262 25.7 岩手県 297 23.3 宮崎県 255 23.2 島根県 158 22.9 新潟県 504 22.0

H28 16.8 秋田県 240 23.8 岩手県 289 22.9 新潟県 496 21.8 和歌山県 206 21.7 青森県 271 21.0

H29 16.4 秋田県 242 24.4 岩手県 262 21.0 青森県 265 20.8 愛媛県 275 20.3 福島県 378 20.2

H30 16.1 和歌山県 197 21.2 青森県 259 20.6 岩手県 253 20.5 秋田県 199 20.3 福島県 364 19.7

R1 15.7 秋田県 200 20.8 岩手県 250 20.5 群馬県 357 18.9 新潟県 408 18.5 山形県 195 18.2

R2 16.4 岩手県 256 21.3 宮崎県 217 20.5 福島県 355 19.6 青森県 238 19.4 群馬県 362 19.3

R3 16.5 青森県 284 23.4 和歌山県 186 20.5 山形県 211 20.1 新潟県 428 19.8 宮崎県 207 19.6

R4 17.4 秋田県 209 22.6 岩手県 250 21.3 宮崎県 213 20.4 鹿児島県 315 20.3 青森県 242 20.2

R５ 17.3 和歌山県 192 21.7 宮崎県 222 21.5 岩手県 233 20.2 北海道 976 19.4

福島県 354 20.2 秋田県 176 19.4

・ 本県の自殺死亡率は、全国的に高位にある。 
・ 令和５年の人口 10万人あたりの自殺死亡率は 20.2で、全国順位では高い方から３位となっている。 
 

令和３年の岩手県は 26位、自殺者数 193人、自殺死亡率 16.2 
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３ 男女別・年齢別自殺者数（警察庁統計）  

 

 

 

 

 
 

・ 警察庁統計（発見地ベース）では、令和５年の本県の自殺者は 265人となっている。 
・ 男女別では、男性が 195人（73.6％）、女性が 70人（26.4％）となっており、男性は 50歳代、女性は 60歳代の自殺者が最も多い。 
・ 令和４年と比較すると、20歳未満、50歳代及び 60歳代で自殺者が増加している。 
・ 全国では本県と同様に 20歳未満、50歳代及び 60歳代で増加傾向にある。 

※人口動態統計（住所地ベース）では、令和５年の男女別・年齢別データが現地点では未公表であり、警察庁統計（発見地ベース）を用いていること。 
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４ 男女別・原因動機別（警察庁統計） 

 

 

 

   

     

 

 

【男性】

家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳 計

Ｒ５ 41 74 53 24 7 5 23 33 260

Ｒ４ 42 93 56 34 3 4 24 20 276

家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳 計

Ｒ３ 32 64 36 30 4 2 15 27 210

【女性】

家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳 計

Ｒ５ 12 44 5 5 3 1 11 13 94

Ｒ４ 17 61 8 9 4 0 8 7 114

家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳 計

Ｒ３ 18 39 4 2 2 1 3 4 73

・ 原因・動機別では、「健康問題」が最も多い。 
・ 男性では、「健康問題」74件、次いで「経済・生活問題」53件、「家庭問題」41件となっており、 

女性では、「健康問題」44件、次いで「不詳」13件、「家庭問題」12件となっている。 
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【参考１】地域の主な自殺者の特徴及び推奨重点パッケージ 

    出典：一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル（2023年更新版）」 

 
 

 

 

全県

197 15.9% 42.0 154 12.4% 18.1 135 10.9% 22.0

盛岡医療圏

51 12.3% 21.7 42 10.2% 26.6 42 10.2% 14.9

岩手中部医療圏

46 17.9% 57.3 38 14.8% 24.9 33 12.8% 29

胆江医療圏

15 13.8% 15.7 14 12.8% 28.2 12 11.0% 23.9

両磐医療圏

21 15.3% 40.2 21 15.3% 20.2 17 12.4% 28.2

気仙医療圏

11 17.5% 39.7 10 15.9% 20.2 8 12.7% 156.5

釜石医療圏

10 24.4% 49.2 6 14.6% 30.3 4 9.8% 77.7

宮古医療圏

18 24.7% 50.9 6 8.2% 16.6 6 8.2% 9.7

久慈医療圏

20 27.4% 84.4 7 9.6% 152.6 7 9.6% 16.9

二戸医療圏

15 21.1% 69.6 12 16.9% 30.9 8 11.3% 31.8

注）表の見方

自殺者数
H30～R４計

割合 自殺率
（10万対）

年齢階級は、成人３区分（20～39歳、40～59歳、60歳以上）

区分
（※性別、年齢階級、職業の有無、

同居人の有無）

男性,60歳以上,無職,同居 女性,60歳以上,無職,同居 男性,40～59歳,有職,同居
高齢者 生活困窮者 勤務・経営

男性,60歳以上,無職,同居 男性,60歳以上,無職,独居 女性,60歳以上,無職,同居
高齢者 生活困窮者

男性,60歳以上,無職,同居 男性,40～59歳,有職,同居 女性,60歳以上,無職,同居
高齢者 生活困窮者 勤務・経営

男性,60歳以上,無職,同居 男性,40～59歳,有職,同居 男性,60歳以上,無職,独居
高齢者 生活困窮者 勤務・経営

男性,60歳以上,無職,同居 女性,60歳以上,無職,同居 男性,60歳以上,無職,独居
高齢者 生活困窮者

男性,60歳以上,無職,同居 女性,60歳以上,無職,同居 男性,40～59歳,有職,同居
高齢者 生活困窮者 勤務・経営

女性,60歳以上,無職,同居 男性,60歳以上,無職,同居 男性,60歳以上,有職,同居
高齢者 生活困窮者 勤務・経営

男性,60歳以上,無職,同居 女性,60歳以上,無職,同居 男性,40～59歳,有職,同居
高齢者 生活困窮者 勤務・経営

男性,40～59歳,有職,同居 男性,60歳以上,無職,同居 女性,60歳以上,無職,同居
勤務・経営 高齢者 生活困窮者

１位 ２位 ３位 推奨される重点パッケージ

男性,60歳以上,無職,同居 女性,60歳以上,無職,同居 男性,40～59歳,有職,同居
高齢者 生活困窮者 勤務・経営
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【参考２】 生活状況別にみた、背景にある主な自殺の危機経路（例） 

    出典：一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル（2023年更新版）」 

【男性】                              【女性】 

生活状況 背景にある主な自殺の危機経路（例）  生活状況 背景にある主な自殺の危機経路（例） 

20～ 
39歳 

有 
職 

同 
居 

職場の人間関係／仕事の悩み(ブラック企業)→パワハラ
＋過労→うつ状態→自殺 

 

20～ 
39歳 

有 
職 

同 
居 

離婚の悩み→非正規雇用→生活苦＋子育ての悩み→うつ状態→
自殺 

独 
居 

①【正規雇用】配置転換→過労→職場の人間関係の悩み
＋仕事の失敗→うつ状態→自殺 

②【非正規雇用】（被虐待・高校中退）非正規雇用→生活
苦→借金→うつ状態→自殺 

 
独 
居 

①非正規雇用→生活苦→借金→うつ状態→自殺 
②仕事の悩み→うつ状態→休職／復職の悩み→自殺 

無 
職 

同 
居 

①【30代その他無職】ひきこもり＋家族間の不和→孤立
→自殺 

②【20代学生】就職失敗→将来悲観→うつ状態→自殺 

 

無 
職 

同 
居 

ＤＶ等→離婚→生活苦＋子育ての悩み→うつ状態→自殺 

独 
居 

①【30代その他無職】失業→生活苦→多重債務→うつ状
態→自殺 

②【20代学生】学内の人間関係→休学→うつ状態→自殺 

 
独 
居 

①【30代その他無職】失業→生活苦＋うつ状態→孤立→自殺 
②【20代学生】学内の人間関係→休学→就職失敗＋うつ状態→
自殺 

40～ 
59歳 

有 
職 

同 
居 

配置転換→過労→職場の人間関係の悩み＋仕事の失敗→
うつ状態→自殺 

 

40～ 
59歳 

有 
職 

同 
居 

職場の人間関係＋家族間の不和→うつ状態→自殺 

独 
居 

配置転換（昇進/降格含む）→過労＋仕事の失敗→うつ状
態＋アルコール依存→自殺 

 独 
居 

職場の人間関係＋身体疾患→うつ状態→自殺 

無 
職 

同 
居 

失業→生活苦→借金＋家族間の不和→うつ状態→自殺 
 

無 
職 

同 
居 

近隣関係の悩み＋家族間の不和→うつ病→自殺 

独 
居 

失業→生活苦→借金→うつ状態→自殺 
 独 

居 
夫婦間の不和→離婚→生活苦→うつ状態→自殺 

60 
歳以上 

有 
職 

同 
居 

①【労働者】身体疾患＋介護疲れ→アルコール依存→う
つ状態→自殺 

②【自営業者】事業不振→借金＋介護疲れ→うつ状態→
自殺 

 

60 
歳以上 

有 
職 

同 
居 

介護疲れ＋家族間の不和→身体疾患＋うつ状態→自殺 

独 
居 

配置転換／転職＋死別・離別→身体疾患→うつ状態→自
殺 

 独 
居 

死別・離別＋身体疾患→うつ状態→自殺 

無 
職 

同 
居 

失業（退職）→生活苦＋介護の悩み（疲れ）＋身体疾患
→自殺 

 
無 
職 

同 
居 

身体疾患→病苦→うつ状態→自殺 

独 
居 

失業（退職）＋死別・離別→うつ状態→将来生活への悲
観→自殺 

 独 
居 

死別・離別＋身体疾患→病苦→うつ状態→自殺 
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５ 地域別の自殺の状況（厚生労働省人口動態統計） 

 

 

 

 

 

 

注）１      囲み表示：当該年の自殺死亡率の最高値 

  ２ ゴシック、下線表示：当該年の県の自殺死亡率より高い値であるもの 

 

保健所/年 H20 H21 H22 H23 H24
Ｈ20-Ｈ24
平均 H25 H26 H27 H28 H29

Ｈ25-Ｈ29
平均 H30 R1 R2 R3 R4

H30-R4
平均

盛岡市 29.5 23.1 22.8 19.7 23.0 23.6 20.0 24.7 16.5 19.9 13.2 18.9 18.7 16.1 17.6 12.8 14.7 16.0

県央 29.7 37.5 40.4 34.5 33.6 35.1 34.3 26.2 27.9 34.9 27.7 30.2 16.5 20.6 27.7 12.8 18.8 19.3

中部 36.1 36.0 37.3 32.2 27.1 33.7 27.7 22.6 21.3 23.3 23.5 23.7 24.6 23.0 20.3 21.8 27.6 23.5

奥州 31.2 33.6 31.2 30.0 18.0 28.8 26.9 24.2 21.4 16.4 12.8 20.3 17.6 15.4 19.5 12.6 17.5 16.5

一関 31.4 43.4 34.6 23.7 21.8 31.0 27.4 32.3 26.3 21.9 27.0 27.0 22.6 24.6 24.3 17.9 21.7 22.2

大船渡 27.9 29.6 28.5 30.5 21.6 27.6 15.6 26.7 20.5 23.9 16.3 20.6 26.5 15.2 15.5 14.1 30.6 20.4

釜石 37.2 41.4 31.0 26.0 24.5 32.0 16.6 16.8 22.7 18.7 14.8 17.9 15.1 19.9 20.9 16.6 17.0 17.9

宮古 42.1 32.1 30.2 24.7 24.0 30.6 23.2 28.2 24.5 21.3 26.5 24.7 14.8 24.0 27.5 14.7 13.8 19.0

久慈 42.2 41.2 28.8 35.8 23.0 34.2 20.0 42.2 33.7 15.4 21.0 26.5 23.1 28.9 16.5 15.0 46.0 25.9

二戸 46.7 47.5 39.6 38.5 37.4 41.9 55.3 35.2 39.5 27.4 37.3 38.9 30.5 27.3 21.7 32.2 24.8 27.3

県 33.6 34.2 32.0 28.2 25.2 30.6 26.3 26.5 23.2 22.8 20.9 23.9 20.4 20.4 21.1 16.1 21.2 19.8

・ 保健所単位でみた令和４年の自殺死亡率は、高い順に、久慈保健所管内、大船渡保健所管内、中部保健所管内となっている。 
・ 二戸保健所管内は、平成 20年から令和４年まで、自殺死亡率が県平均を上回っている。 
・ ５か年平均の推移をみると、全ての地域において、自殺死亡率は減少傾向にある。 
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６ 東日本大震災に関連する自殺者数（警察庁統計） 

 

 

 

   

１　男女別

区分 男性 女性 計

岩手県 45 14 59

宮城県 64

福島県 119

他都府県 10

全国 計 167 85 252
※自殺者数は発見された場所に計上していること。（発見地ベース）
※宮城県と福島県については、国統計上、秘匿処理等の関係から、男女内訳が不明であること。

２　年別

年 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元（H31） Ｒ2 R3 R4 R5 計

岩手県 17 8 4 3 3 6 7 2 3 1 1 1 3 59

全国 計 55 24 38 22 23 22 26 9 16 5 6 2 4 252
※H23は６月から12月までは、暫定値であること。

３　年齢別

年齢 ～19歳
20～29

歳
30～39

歳
40～49

歳
50～59

歳
60～69

歳
70～79

歳
80歳～ 計

岩手県 0 2 6 10 11 19 7 4 59

全国 計 5 18 23 30 59 55 36 26 252

４　原因動機別

区分
家庭
問題

健康
問題

経済
生活
問題

勤務
問題

男女
問題

学校
問題

その他 不詳 計

岩手県 12 25 13 6 1 0 12 17 86

全国 計 55 119 52 27 5 0 31 64 353
※原因・動機については、自殺者１人に対し複数選択となっているため、自殺者数と数値が一致しないこと。

64

119

10

・ 平成 23年からの合計は 59人となっている。 
・ 本県の令和５年の東日本大震災津波に関連する自殺者数は３人。 

※「東日本大震災に関連する自殺」の定義 
① 遺体の発見地が避難所、仮設住宅又は遺体安置所であるもの。 
② 自殺者が避難所又は仮設住宅に居住していた者であることが判明したもの。 
③ 自殺者が被災地から避難してきた者であることが判明したもの。 
④ 自殺者の居住、職場等が地震又は津波により甚大な被害を受けたことが判明したもの。 
⑤ その他、自殺の原因動機が東日本大震災の影響によるものであることが判明したもの。 
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７ 直近（令和６年）の状況（警察庁統計） 

 

 

 

 

 

【岩手県】 単位：人、％

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 計 増減率

男 15 13 15 29 20 14 106

女 6 6 5 1 12 7 37

合計 21 19 20 30 32 21 143

男 17 21 20 18 17 16 109

女 5 3 7 9 6 4 34

合計 22 24 27 27 23 20 143

男 14 16 19 14 12 15 90

女 2 3 11 8 5 7 36

合計 16 19 30 22 17 22 126

男 △ 2 △ 8 △ 5 11 3 △ 2 △ 3 △ 2.8%

女 1 3 △ 2 △ 8 6 3 3 0.1%

合計 △ 1 △ 5 △ 7 3 9 1 0 0.0

【全国】 単位：人、％

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 計 増減率

男 1,054 966 1,174 1,169 1,127 1,059 6,549

女 504 478 548 525 542 506 3,103

合計 1,558 1,444 1,722 1,694 1,669 1,565 9,652

男 1,240 1,179 1,445 1,371 1,313 1,197 7,745

女 631 506 586 594 590 591 3,498

合計 1,871 1,685 2,031 1,965 1,903 1,788 11,243

男 1,146 1,028 1,355 1,231 1,447 1,315 7,522

女 570 488 638 581 727 662 3,666

合計 1,716 1,516 1,993 1,812 2,174 1,977 11,188

男 △ 186 △ 213 △ 271 △ 202 △ 186 △ 138 △ 1,196 △ 15.4%

女 △ 127 △ 28 △ 38 △ 69 △ 48 △ 85 △ 395 △ 11.3%

合計 △ 313 △ 241 △ 309 △ 271 △ 234 △ 223 △ 1,591 △ 14.2%

※令和６年度は暫定値であること

増減
R6-R5

Ｒ６

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ４

増減
R6-R5

Ｒ５

Ｒ４

・ 令和６年６月までを前年度と比較すると、全国では 14.2％の減少に対し、本県は前年と同数となっている。 
・ 全国では、男性が 15.4％減少、女性が 11.3％の減となっているが、本県は、男性が 2.8％の減、女性は 0.1％の増となっている。 


